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平成 28年 10月 13日（木）～14日(金) 

第 50回 全日本聾教育研究大会 

     （附属大会） 

開 催 要 項 

全   日   本   聾   教   育   研   究   会 

関   東   地   区   聾   教   育   研   究   会 

全日本聾教育研究大会（附属大会）実行委員会 

 



 

第 50回 全日本聾教育研究大会（附属大会）開催要項 

 

 

１．大会名称   第50回全日本聾教育研究大会（附属大会） 

 

２．大会主題   「聴覚障害教育の専門性のさらなる追究と共有」 

 

《主題設定の理由》  

全日本聾教育研究大会は、明治40年に開催された「第1回日本盲啞学校教員会」をその起源とし、その後、組織や名

称を変えながら今日まで引き継がれてきた聴覚障害教育に関わる全国規模の研究大会である。昭和41年10月に高知で

全日本聾教育研究会の結成大会が開催されてから今日のような組織や運営形態が整い、翌昭和42年には授業研究会と研

究分科会を柱とした第1回の全国大会が名古屋で開催された。関東地区で11回目の開催となる今回の附属大会は第50

回の節目の大会でもある。 

 

平成18年10月に第40回大会を「APCD：アジア太平洋地域聴覚障害者問題会議」と共催する形をとって関東地区で開

催した。この大会はそれまでの日本の聴覚障害教育の総括を行い「専門性」の継承を確認するうえで意義深いものとな

ったが、その後、聴覚障害教育を取り巻く環境は大きく変化した。平成19年、学校教育法の改正により特別支援教育体

制への移行が図られたが、今日の「特別支援学校（聴覚障害）・聾学校」（以下、聾学校）には、幼児児童生徒の多様

な教育的ニーズに応える姿勢とその実態に応じた確かな教育実践、そして、センター的機能を充実させながら地域の学

校を支援していくことが求められるようになった。また、新生児聴覚スクリーニング検査の普及、補聴器の性能の向上、

人工内耳装用児の増加等、医学・工学の進歩がきこえに対する意識をさらに高めたが、一方では手話が聴覚障害者にと

っての言語であることの認識も定着し、全国の聾学校がそれぞれの教育理念のもとで「確かな学力」と「生きる力」の

育成に向けて研鑽を重ねた。ICTの活用、グローバルな人材の育成、社会自立とQOLの向上、キャリア教育等も新たな課

題となっている。 

 

この間の聴覚障害教育が辿った道のりは決して平坦なものではなかった。しかし、そうした変化の中でも、聴覚障害

教育の現場は時代に合った教育方法を取り入れながら広く教育界に貢献していくための新しい視点を養い、なおかつ、

その土台となる「専門性」を変わらない本質として大切に考えてきた。「コミュニケーションの基盤である言語に関す

る能力の育成」や、新学習指導要領における「言語活動の充実」は、聾学校が継承し続けてきた「専門性」の中核をな

す部分にあたる。聴覚障害教育はことばを基軸とする教育方法や知見を教育的資産として多く有しているが、今後もそ

のさらなる「追究」を推し進めていかなくてはならない。今日、聴覚障害教育が有する「専門性」は聾学校以外の教育

現場にも広く浸透させていくことが期待され、実践から得た指導法や教材等の知見を発信していく機会も増えている。

それらの「専門性」は常に日々の教育実践の中で磨き続けられ実効性が保たれたものでなくてはならず、その源は依然

として聴覚障害教育の現場に求め続けられるものと考えている。教育の多様化が進む中にあっても聾学校は一貫した教

育の可能性と成果を絶えず発信し続け、その存在を益々確固たるものとしていく必要がある。  

 

本大会では、聴覚障害教育が築き上げてきた「専門性」について授業研究等を通して再度の確認を行い、そのうえで、

社会や時代の変化に伴って見えてきた新たな役割や課題についても共に考え、学びを深めたい。そして、各聾学校の特

色を互いに理解した上で「共有」し、今後の教育実践につなげていきたい。本大会の主題「聴覚障害教育の専門性のさ

らなる追究と共有」には、こうした願いがこめられている。 

 

 

 



 

３．会  期   平成28年（2016年）10月13日（木）・14日（金） ２日間 

 

４．会  場 

[公開・指定授業]   

・筑波大学附属聴覚特別支援学校 

（幼稚部・小学部・中学部・高等部普通科・高等部専攻科）（寄宿舎公開） 

〒272-8560  千葉県市川市国府台2-2-1 

TEL  047-371-4135    FAX  047-373-6316 

 

[授業研究会]   

・筑波大学附属聴覚特別支援学校 

（中学部・高等部普通科・高等部専攻科・寄宿舎） 

〒272-8560  千葉県市川市国府台2-2-1 

TEL  047-371-4135    FAX  047-373-6316 

 

・和洋女子大学 

（幼稚部・小学部） 

〒272-8533  千葉県市川市国府台2-3-1 

TEL  047-371-1473    FAX  047-371-2271 （和洋女子大学 地域連携センター） 

 

 [研究協議・分科会]   

・筑波大学附属聴覚特別支援学校 

〒272-8560  千葉県市川市国府台2-2-1 

TEL  047-371-4135    FAX  047-373-6316 

 

５．主  催   全日本聾教育研究会  関東地区聾教育研究会 

 

６．主 管 校   筑波大学附属聴覚特別支援学校 

 

７．協 力 校   （関東地区加盟校 24校） 

千葉県立千葉聾学校  茨城県立水戸聾学校 茨城県立霞ヶ浦聾学校 埼玉県立特別支援学校大宮ろう学園 

埼玉県立特別支援学校坂戸ろう学園 千葉県立安房特別支援学校館山聾分校  

東京都立大塚ろう学校  東京都立葛飾ろう学校 東京都立立川ろう学校 東京都立中央ろう学校  

学校法人日本聾話学校  学校法人明晴学園  川崎市立聾学校 横浜市立ろう特別支援学校  

横須賀市立ろう学校 神奈川県立平塚ろう学校 栃木県立聾学校 群馬県立聾学校 長野県長野ろう学校 

長野県松本ろう学校 山梨県立ろう学校 静岡県立静岡聴覚特別支援学校 

静岡県立沼津聴覚特別支援学校 静岡県立浜松聴覚特別支援学校  

 

８．後援（予定） 文部科学省 千葉県教育委員会 市川市教育委員会 全国聾学校長会 全国聾学校教頭会 

         全国特別支援学校校長会 関東地区聾学校長会 関東地区聾学校教頭会 千葉県特別支援学校長会 

         全国ろう学校PTA連合会 社会福祉法人全国心身障害児福祉財団 小川再治研究協賛会  

公益財団法人聴覚障害者教育福祉協会 全国公立学校難聴・言語障害教育研究協議会 

         和洋女子大学 千葉商科大学 

 



 

９．大会日程及び会場 

  ※幼稚部と小学部の授業研究会は和洋女子大学西棟で行う 

月日 時間 日程 会場 

10/12 

(水) 

13:30～15:00 

16:00～17:00 

全日本聾教育研究会全理事協議会 

大会運営委員会 

市川グランドホテル 

筑波大学附属聴覚特別支援学校 

第1日

10/13 

(木) 

9:20 受付 筑波大学附属聴覚特別支援学校 

10:00～10:40 公開授業（幼稚部） 筑波大学附属聴覚特別支援学校 

10:00～10:45 公開授業（小学部） 

10:00～10:50 公開授業（中学部・高等部普通科・専攻科）      

11:00～11:40 指定授業（幼稚部） 筑波大学附属聴覚特別支援学校 

11:00～11:45 指定授業（小学部） 

11:00～11:50 指定授業（中学部・高等部普通科・専攻科・  

寄宿舎公開）      

11:50～13:00 昼食 筑波大学附属聴覚特別支援学校 

13:00～14:40 

（100分） 

授業研究会（幼稚部・小学部） 

授業研究会（中学部・高等部普通科･高等部専攻科 

寄宿舎 ） 

※中学部授業研究会１ 座長 

 筑波技術大学 

教授 長南 浩人 氏 

和洋女子大学西棟教室 

筑波大学附属聴覚特別支援学校 

15:10～15:40 

 （30分） 

開会式 和洋女子大学講堂 

15:50～17:00 

  (70分) 

基調講演Ⅰ 

筑波大学名誉教授 齋藤佐和先生 

和洋女子大学講堂 

17:30～18:00

（30分） 

研究協議分科会 打ち合わせ会 

（助言者・司会者・記録者・会場係） 

筑波大学附属聴覚特別支援学校 

18:30～20:30 第50回大会記念式典 千葉商科大学 

第2日

10/14 

(金) 

8:30 受付 筑波大学附属聴覚特別支援学校 

9:00～12:00 研究協議分科会（午前の部） 筑波大学附属聴覚特別支援学校 

12:00～13:00 昼食 筑波大学附属聴覚特別支援学校 

13:00～15:00 研究協議分科会（午後の部） 筑波大学附属聴覚特別支援学校 

15:30～16:40 

  (70分) 

基調講演Ⅱ 

筑波大学名誉教授 四日市章先生 

和洋女子大学講堂 

16:40～17:10 

 （30分） 

閉会式 和洋女子大学講堂 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

10．基調講演 

・基調講演Ⅰ 

講師：齋藤 佐和 氏（筑波大学名誉教授） 

演題：「聾教育５０年の変化と培われた専門性 ～言語指導法を中心に～」 

 

―齋藤 佐和 氏のプロフィール― 

 1965年東京大学教育学部卒業後、川崎市立聾学校幼稚部に勤務。1967年よりフランス政府給費留学生として、ス

トラスブール大学、パリ大学大学院に学ぶ。1970年～2005年東京教育大学、筑波大学に勤務、筑波大学附属聾学校

長、特別支援教育研究センター長を歴任。この間、附属聾学校と協力して、共同研究や文部科学省特殊教育内地留

学生の現職教育に従事。2006年～2014年まで目白大学保健医療学部言語聴覚学科教授として言語聴覚士養成に携わ

り、大学院リハビリテーション学研究科長を兼務。筑波大学名誉教授。学術博士（パリ第5大学）。 

著書は『聴覚障害児童の言語活動』『聴覚障害の心理』『特別支援教育の基礎理論』など多数。 

 

・基調講演Ⅱ  

講師：四日市 章 氏（筑波大学名誉教授） 

演題：「聴覚障害教育の専門性と今後への期待」 

 

―四日市 章 氏のプロフィール― 

 東京学芸大学（特殊教育教員養成課程聾教育専攻）卒業後、東京教育大学大学院（教育学研究科特殊教育学専攻

博士課程）中退。1979年筑波大学附属聾学校に赴任し、中学部で数学の指導にあたる。1990年から筑波大学講師、

2002年から教授。2006年～2010年まで筑波大学附属聴覚特別支援学校の校長を兼務。2012年～2014年まで筑波大

学特別支援教育研究センター長を兼務。筑波大学名誉教授。博士（心身障害学）。 

著書・訳書は『リテラシーと聴覚障害』『障害科学の展開』『デフ・スタディーズ ろう者の研究･言語･教育』等

多数。 

 

11．研究協議分科会 

分科会名 研究主題（分科会のテーマ） 助言者 

分科会の概要 運営責任校 

１ 早期教育Ⅰ 

（乳幼児） 

聴覚に障害のある乳幼児の心身の発達と保護者と

の信頼関係の形成についての研究 

信州大学 

教授 庄司 和史 氏 

新生児聴覚スクリーニング検査の普及等により、早

期教育がより重要になっていることから、乳幼児と

保護者の支援に必要な評価の観点と、支援の内容及

び方法について考える。 

茨城県立水戸聾学校 

 

 

２ 早期教育Ⅱ 

（幼稚部） 

信頼関係にもとづいた幼児のコミュニケーション

や言語発達についての研究 

筑波大学 

教授 松本 末男 氏 

幼児のコミュニケーションや言語発達を促すため

に必要な知見や指導法について、子供にとって必要

な様々な視点から考える。 

横浜市立ろう特別支援学校 

 

３ 

 

３－１ 

学力と教科教育Ⅰ 

「確かな学力」を身につけさせるための文系教科指

導についての研究 

上越教育大学 

教授 我妻 敏博 氏 



 

 

 

 

３ 

(文系・小学部) 

 

 

国語科、社会科、外国語等における基礎的・基本的

な学力を培うための指導方法や授業改善について

考える。 

東京都立大塚ろう学校 

 

３－２ 

学力と教科教育Ⅰ 

(文系・中学部・高等部) 

 

「確かな学力」を身につけさせるための文系教科指

導についての研究 

筑波技術大学 

教授 長南 浩人 氏 

国語科、社会科、外国語等における基礎的・基本的

な学力を培うための指導方法や授業改善について

考える。 

静岡県立 

沼津聴覚特別支援学校 

４ 学力と教科教育Ⅱ 

（理系） 

「確かな学力」を身につけさせるための理系教科指

導についての研究 

福島大学 

教授 森本 明 氏 

科学的・論理的な見方や考え方などを培う数学や理

科を中心とした実践や指導法について考える。 

東京都立中央ろう学校 

 

５ 学力と教科教育Ⅲ 

（実技系） 

「確かな学力」を身につけさせるための実技系教科

指導についての研究 

国立特別支援教育総合研究所 

上席総括研究員 藤本 裕人 氏 

「生きる力」や社会的自立の基盤となる実技系教科

を中心とした実践や指導法について考える。 

埼玉県立特別支援学校 

坂戸ろう学園 

６ 寄宿舎教育 集団生活を通して、一人一人の生きる力を育むため

の指導・支援についての研究 

大阪教育大学 

教授 井坂 行男 氏 

毎日の生活の様々な場面に適応する力を身につけ、

自立心を育む場である寄宿舎の役割について考え

る。 

神奈川県立平塚ろう学校 

 

７ 自立活動Ⅰ 

（コミュニケーション、 

障害認識） 

コミュニケーションと障害認識の支援や指導の在

り方についての研究 

金沢大学 

教授 武居 渡 氏 

一人一人が社会参加や社会的自立をしていく上で

の基盤となるコミュニケーションと障害認識の支

援や指導の在り方について考える。 

埼玉県立特別支援学校 

大宮ろう学園  

８ 自立活動Ⅱ 

（聴覚活用・補聴機器、 

「発音・発語」学習） 

聴覚の活用や「発音・発語」学習による幼児児童生

徒の心身の発達や日本語の習得についての研究 

愛媛大学 

教授 立入 哉 氏 

筑波大学附属聴覚特別支援学校 

前主幹教諭 板橋 安人 氏 

医療・補聴技術の進歩や幼児児童生徒の実態の多様

性に対応した聴覚学習、「発音・発語」学習等の在

り方について考える。 

日本聾話学校 

 

９ 言語発達、言語学習 幼児児童生徒の言語発達と言語学習についての研

究 

東京学芸大学 

教授 澤 隆史 氏    

言語発達と言語学習についての研究を通して、一人

一人の生きる力を育む言語活動の在り方を考える。 

川崎市立聾学校 

10 健康教育、心の教育 幼児児童生徒の心身の健康の保持増進と豊かな心

を育むための教育についての研究 

筑波技術大学 

教授 佐藤 正幸 氏 

様々な社会環境において、幼児児童生徒が自ら心身

ともに健康で心豊かに生活できる力を育てるため

の教育について考える。 

栃木県立聾学校 



 

11 関係諸機関との連携、 

センター的機能 

関係諸機関との連携による聴覚障害教育の充実と

地域の学校等への支援についての研究 

国立特別支援教育総合研究所 

インクルーシブ教育システム推

進センター長 

上席総括研究員 原田 公人 氏 

地域で学ぶ聴覚障害児がより充実した支援や教育

を受けるために必要な関係諸機関との連携やセン

ター的機能について考える。 

静岡県立静岡聴覚特別支援学校 

山梨県立ろう学校  

12 

 

キャリア教育、 

卒業後の支援 

 

早期の教育から卒業後の支援までを見据えたキャ

リア教育についての研究 

筑波技術大学 

教授 石原 保志 氏 

キャリア教育の推進がますます重要になっている

なかで、聾学校におけるキャリア教育の在り方につ

いて考える。 

東京都立葛飾ろう学校 

 

13 重複障害教育、 

特別な配慮を要する教育 

一人一人の幼児児童生徒の障害の状態やニーズに

応じた支援や指導についての研究 

東京成徳大学 

教授 中山 哲志 氏 

幼児児童生徒の障害が重度重複化・多様化している

なかで、一人一人の障害の状態等に応じた教育と保

護者支援について考える。 

東京都立立川ろう学校 

 

14 国際教育・国際交流 国際教育や国際交流による幅広いものの見方や考

え方の育成についての研究 

筑波技術大学 

元学長 大沼 直紀 氏 

グローバル化が進展している社会において、主体的

に参加し、活躍できる人材の育成について考える。 

群馬県立聾学校 

 

※情報保障について 

全体会（開閉会式、基調講演Ⅰ・Ⅱ）では手話通訳、字幕提示システムの配置の他、デジタル集

団補聴援助システムを配置します。補聴器をお使いで受信機の貸し出しを希望される場合は、そ

の旨を「大会参加申込書」にご記入ください。 

授業研究協議会と研究協議分科会では、支援を必要とする参加者がいる場合に情報保障を行いま

す。その場合は手話通訳または要約筆記のどちらかに統一させていただきます。 

 

12．開会式次第（予定）     

  (1)挨  拶  全日本聾教育研究会会長 

          附属大会実行委員長（筑波大学附属聴覚特別支援学校学校長） 

  (2)来賓挨拶  文部科学省 

          千葉県教育委員会          

  (3)来賓紹介  関東地区聾教育研究会会長 

    (4)諸 連 絡  大会事務局   

 

13．閉会式次第（予定）    

     挨  拶  全日本聾教育研究会会長 

          附属大会実行委員長（筑波大学附属聴覚特別支援学校学校長） 

          秋田大会実行委員長（秋田県立聾学校校長） 

   



 

14．大会参加費   会員 2，000円   会員外 3，500円 

                   学生 2，000円（ただし、参観という形での参加） 

 

15．資 料 代   2，000円 

 

16．研究発表 研究協議分科会の研究発表の資格は会員であることとします。 

なお、地区研究会に所属していない大学教員等は､本部事務局が対応、掌握の

上会員の資格を得てください。 

          発表件数が多い研究協議分科会においては発表時間を十分に設定できない場

合があります。何卒ご了承ください。 

 

17．大会参加・資料・記念式典・昼食の申し込み 

担当 第50回全日聾研附属大会事務局（筑波大学附属聴覚特別支援学校内） 

申込項目 

①大会参加（会員 2,000円 会員外3,500円 学生2,000円） 

②資料（2,000円）『大会要項・研究集録』、『指導案集・研究のまとめ』 

③記念式典（6,000円） 

④昼食（1,000円） 

申込期限 平成２８年６月３０日（木）締め切り 

申込方法 

 大会参加申込書に必要事項をご記入の上、附属大会事務局宛に電子メールまたは

FAX にてお申し込みください。なお、メールで申し込まれる場合は、添付ファイル名

を「○○学校（または大学・機関名）参加申込」に変えて返信をお願いします。 

申込用紙 

筑波大学附属聴覚特別支援学校ホームページ内『第５０回全日本聾教育研究大会附

属大会』より、「第５０回全日本聾教育研究大会（附属大会）参加申込書」（Excel フ

ァイル）をダウンロードできます。 

申込先 

第５０回全日聾研附属大会事務局 

（筑波大学附属聴覚特別支援学校内） 

FAX 047-372-6908 

E-mail hashimoto.tokihir.ka@un.tsukuba.ac.jp 

※宿泊につきましては附属大会事務局では斡旋いたしませんので、各参加者でお手配くださいます

ようお願いいたします。 

 なお、会場近郊の宿泊施設（ビジネスホテル等）の予約は、直前ではとりにくくなることが予想

されますのでお早めにお手配ください。 

 

 

mailto:hashimoto.tokihir.ka@un.tsukuba.ac.jp


 

18．気象警報発令時における対応について 

 ⑴気象警報が発令された場合も、原則として大会を実施いたします。 

 ⑵気象警報が発令され臨時休校となった場合は、幼児児童生徒は登校しません。それにより公開

授業は中止となりますが、指定授業につきましては、事前に撮影した授業ビデオをご覧いただ

く予定です。 

 

19．諸費用の納入 

 （１）納入方法等 

担当 第50回全日聾研附属大会事務局（筑波大学附属聴覚特別支援学校内） 

申込項目 

①大会参加費（会員 2,000円 会員外3,500円 学生2,000円） 

②資料代（2,000円） 

③記念式典費（6,000円） 

④昼食代（1,000円） 

振込期限 平成２８年７月１１日（月）～２９日（金） 

振込先 

銀行名   千葉銀行 市川支店（店番号０１１） 

口座番号  普通預金 ３９４１２４５ 

口座名義  第５０回附属大会実行委員会  会計 加藤真弓 

振り込む

際の注意

事項 

①７月上旬発送予定の参加申込確認書・請求書等で内容をご確認の上、諸費用をお振り込み

ください。 

②お振り込みの際には、振込者側の学校（機関）名等、所属が確認できるよう記載をお願い

します。 

手数料 ※振込手数料は、振込者側のご負担でお願いいたします。 

キャンセ

ル時の返

金につい

て 

大会１ヶ月前まで（９月１３日以前）に予約を取り消された場合は、ご希望の金融機関に

払い戻しさせていただきます。その際は、振込手数料を差し引いた額のみ振り込みますので

あらかじめご了承ください。 

 

（２）領収書・請求書等の発行について 

   領収書は「参加費」、「資料代」、「記念式典費」、「昼食代」いずれも人数分発行いたします。

領収書は、９月上旬発送予定の大会通信第３号に同封して送付いたします。 

 

①上の領収書の内容では不都合がある場合や請求書が必要な場合（「大会参加費」「資料代」 

「記念式典費」「昼食代」について） 



 

   ７月上旬に発送予定の「参加申込確認書」等に同封される「領収書発行用紙」「請求書発行用

紙」に必要な事項を記入の上、７月末日までにFAXまたはメールに添付して附属大会事務局

宛に提出してください。なお、メールで送信される場合は、添付ファイルを「○○学校（ま

たは大学・機関名）領収書（請求書）」にかえてください。 

  ②その他の必要な書類がある場合 

   附属大会事務局まで様式等をお知らせください。 

筑波大学附属聴覚特別支援学校ホームページ内『第５０回全日本聾教育研究大会附属大会』 

より、「領収書発行用紙」「請求書発行用紙」（Excelファイル）をダウンロードできます。 

 

20．研究発表の申し込み・研究発表原稿の提出 

（１）研究発表の申し込み 

①申込期限    平成２８年６月３０日（木） 

  ②申込先     全日聾研附属大会 事務局（筑波大学附属聴覚特別支援学校内） 

  ③申込について 

   研究発表を希望される方は、原稿執筆要項を参考に「第５０回全日本聾教育研究大会（附属

大会）研究発表申込用紙」に必要事項をご記入の上、附属大会事務局宛にお申し込みくださ

い。（原稿執筆要項・申込用紙は、筑波大学附属聴覚特別支援学校ホームページ内『第５０

回全日本聾教育研究大会（附属大会）』よりダウンロードできます。） 

   なお、研究発表申込用紙の抄録（研究の概要、315字以内）は分科会の運営計画を検討する

ため必要ですので、必ずご記入くださいますようお願いいたします。 

 

（２）研究発表の原稿の提出 

  ①提出期限    平成２８年８月１９日（金） 

  ②提出先     全日聾研附属大会 事務局（筑波大学附属聴覚特別支援学校内） 

  ③原稿について  

・原稿に写真データが入っていない場合は、電子メールに添付してご送付ください。図表データ

は圧縮しないで、原稿に貼り付けてください。原稿に写真データが１枚でも入っている場合は、

ＣＤ－Ｒ、メディア等に保存してケースに入れて郵送してください。その際、印刷したものを

１部添えてください。また、電子データは圧縮しないでください。 

・研究発表原稿等を電子メールに添付して送信する場合には、原則としてZIP形式等への圧縮を

かけずに送信してくださいますようお願いいたします。また、やむを得ずパスワードをかけて

ファイルを添付される場合は、必ずパスワードをお知らせください。 

・添付ファイルの容量制限（15MB）がありますので、ご注意ください。詳細は、別紙「研究集録

掲載用 原稿執筆要項」をご参照ください。筑波大学附属聴覚特別支援学校ホームページ内『第

５０回全日本聾教育研究大会（附属大会）』より、研究発表原稿の「様式例」及び「作成例」（Word

形式）をダウンロードできます。「作成例」に上書きしてご使用になれます。 



 

・原稿執筆要項に合わない原稿は、返信して修正をお願いすることがありますので、ご了承くだ

さい。 

 

21． 販売・展示 

 ・販売や展示をご希望される業者、団体等は、附属大会事務局までご連絡ください。 

  ただし、展示スペースの関係でご希望に添えない場合もありますので、ご承知おきください。 

 ・平成28年度聾学校受賞作品絵画展の展示及び合奏コンクールのビデオ上映も行います。 

 ・申込期限：平成２８年６月３０日（木） 

 

22．大会通信第３号について 

（１）発送    ９月上旬予定 

 

（２）内容 

「領収書」「開催要項」「参加者数」「公開・指定授業一覧」「研究協議分科会発表一覧」等 

 

23．大会ホームページ 

  筑波大学附属聴覚特別支援学校ホームページ内『第５０回全日本聾教育研究大会（附属大会）』

より、各種提出書類の様式をダウンロードできます。電子データとして、メールに添付される

場合は、必ずこの様式を使用していただきますようお願いいたします。 

 

筑波大学附属聴覚特別支援学校ホームページ内 

『第５０回全日本聾教育研究大会（附属大会）』 

http://www.deaf-s.tsukuba.ac.jp/zen50/ 

 

24．メールの送信について 

 ・申込書、研究発表原稿等を電子メールに添付して送信される際には、提出書類が添付されてい

るかをご確認の上、送信してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

25. 全日本聾教育研究会５０周年記念式典 

 

全日本聾教育研究会本部事務局からのお知らせ 

 

全国の聴覚特別支援学校・聾学校学校長 殿 

全日本聾教育研究会会員各位 

 

全日本聾教育研究会５０周年記念式典について 

 

  時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

   日頃より、全日本聾教育研究会の活動にご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

  さて、全日本聾教育研究会も来年度設立５０周年を迎えることとなりました。つきましては、 

下記のとおり記念式典を開催致しますので、ご多忙の折、誠に恐縮に存じますが、各学校からの 

ご臨席を心よりお願い申し上げます。 

記 

 

１ 目 的  ・第１回大会から現在までの大会を振り返り、全日本聾教育研究会設立の理念を確認 

し、今後の展望を考える。 

      ・聴覚障害教育の発展に向け、全国の聴覚特別支援学校（聾学校）の連帯感を深める。 

 

２ 日 時   平成２８年１０月１３日（木）１８時３０分から （２０時３０分 終了予定） 

                        

３ 場 所    千葉商科大学本館７階会議室 

                  千葉県市川市国府台１－３－１ 

                  開会式会場（和洋女子大学）より、徒歩約３分 

                  筑波大学附属聴覚特別支援学校より、徒歩５分 

 

４ 会 費  お一人様 ６，０００円              

 

５ その他  ・全日本聾教育研究大会（附属大会）参加申し込みの際に、本式典参加の申し込みを 

受け付けます。なお、各校におきましては校長先生を含め、２名以上の参加をお願 

いしております。 

・会費は、大会参加費と併わせてお振り込みください。 

・不明な点は、以下担当者までお問い合わせください。 

 
 

〒272-8560 

千葉県市川市国府台2-2-1 

℡047-371-4422（教務 山本） 

メールyamamoto.akira.gn@un.tsukuba.ac.jp 

筑波大学附属聴覚特別支援学校内 

全日本聾教育研究会50周年記念式典担当 

山本 晃／手塚 清／福地 陽 

 



 

26．大会事務局及び連絡先（申込先） 

 

第 50回全日本聾教育研究大会（附属大会）事務局 

 

〒272-8560  千葉県市川市国府台 2-2-1（筑波大学附属聴覚特別支援学校） 

TEL  047-371-4314    FAX  047-372-6908 

E-mail hashimoto.tokihir.ka@un.tsukuba.ac.jp（事務局専用） 

大会実行委員長  学 校 長      原島 恒夫 

大会事務局長   主幹教諭      橋本 時浩 
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